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適用事例 ～中之門石垣修復工事の概要～



技術の特徴

1.



解体工事① 現況３Dレーザ計測解体工事① 現況３Dレーザ計測



解体工事① 現況３Dレーザ計測結果解体工事① 現況３Dレーザ計測結果



修復設計① 石垣修復支援システム《流れ》修復設計① 石垣修復支援システム《流れ》

修復前 修復後



石垣修復支援システム《修復線形検討》石垣修復支援システム《修復線形検討》

①修復線形への自動摺り付け



石垣修復支援システム《修復線形検討》石垣修復支援システム《修復線形検討》

①修復線形への自動摺り付け



石垣修復支援システム《修復線形検討》石垣修復支援システム《修復線形検討》

②干渉の確認（リアルタイム干渉機能）



修復設計② 修復線形検討修復設計② 修復線形検討

5段目の築石を起こし、4段目より上は各築石の現況勾配を生かし、稜線を反
りを持って通す



修復設計② 修復線形検討《修復イメージ》修復設計② 修復線形検討《修復イメージ》

修復後俯瞰図



総 活総 活

・ 立体モデルを計測するためにレーザと人員が６ヶ月かかった。
・ レーザの計測精度が５ｍｍ程度のため、目地間隔３ｍｍの石垣
の干渉評価には不足していた。

利 点

・ 石垣を含め、遺構記録などを短時間で行なえた。
・ シミュレーションを利用することで積み直しリスクと工期が減少した。
・ 様々な線形を発注者・有識者と検討・確認することができた。

課 題

・精度を保持しながらのデータ容量の軽量化

・モデル作成の省力化

・計測機器精度の向上


